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＜研究の概要＞ 

＜検索用キーワード＞ 

算数科授業 学習観 思考過程重視 非認知能力 問い返し発問 

本研究は、非認知能力に着目した教師支援を通して、算数科授業に対する子ど

もたちの学習観を転換させることをめざしたものである。本研究結果から、算

数科授業においてねらいとする非認知能力がはたらいている姿を引き出すこ

とにより、「結果重視」から「思考過程重視」へと子どもたちの学習観を転換

できる可能性が示された。 
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１ 主題設定の理由 

ここ数年で教育現場を取り巻く環境は大きく変化している。フリースクールや動画コン

テンツの充実、学習アプリの進化など、学校でなくとも子どもたちが学べる環境は整いつ

つある。この先の学校教育の未来を考えたとき、学校の存在意義は何か、仲間と共に授業

で学ぶことの価値は何かを考えていく必要があるのではないだろうか。 

本校の現職教育テーマは、「主体的に取り組み 仲間と共に学び合う すえのっ子の育

成 － みんなで分かる 個が伸びる 授業をめざして －」である。「仲間と共に学び合

う」「みんなで分かる」からも、授業で学ぶことの価値を意識したテーマであるといえる。

算数科の授業で仲間と共に学ぶことの価値は、どのように考えていくのかという思考の過

程を大切にし、自分たちなりの答えを創りだしていくことにあると筆者は捉えている。中

央教育審議会（2015）が「教育を通じて、解き方があらかじめ定まった問題を効率的に解

ける力を育むだけでは不十分である」と述べていることからも、試行錯誤しながら取り組

むことが重要であるといえるだろう。しかしながら、子どもたちの中には、問題が解けれ

ばよいという結果にばかり目を向ける傾

向が見られることが本校児童を対象にし

たアンケートからも窺えた。算数科授業に

対する子どもたちの学習観を探ることを

目的に、令和６年度に小学３～６年生の計

116 名(３年生 32 名、４年生 27 名、５年生

32 名、６年生 25 名)に対し、「算数の授業

で大切だと思うこと」を３つ尋ね、自由記

述による回答を求めた。その結果につい

て、テキストマイニングのためのソフトウ

ェアを用いて共起ネットワーク分析を行

った【資料１】。抽出語リストの中で一番多

く見られた語は「計算（37 回）」であるが、

抽出語のつながりを見てみると「答え」「間違える」との関連が強い。答えを導くために計

算することや、間違えずに計算することが大切だと考えている傾向が読み取れる。次に出

現数の多い抽出語が「考える（26 回）」であるが、「問題」「解く」「速い」といった語との

関連が強い。また、「公式」を「覚える」や、「テスト」のために「勉強」することが大切

だと考える傾向も読み取れる。これらの結果から、思考の過程よりも、正解を導くという

解決の結果に価値を見出す学習観をもった子どもたちが多いといえる。 

そこで、令和７年度の５年生において、結果重視から思考過程重視へと子どもたちの学

習観の転換をめざし、授業実践を行うことにした。実践を構想する上では、これからの時

代に求められる資質・能力として注目されている非認知能力に着目した。非認知能力の面

からのアプローチを通して、思考の過程に価値を見出す子どもの育成をめざしたい。以上

のことから、本主題を設定し研究を進めることにした。 

２ 研究の構想 

⑴  めざす子ども像 

 主題の実現に向けて，次のようにめざす子ども像を設定した。 

・ 思考の過程に価値を見出す子 

⑵  めざす子ども像の具現化に向けて 

 本研究では、思考の過程に価値を見出す子どもの育成に関連が強いと筆者が考える非認

知能力を３つ取り上げ、算数科授業でそれらの非認知能力がはたらいている姿を、引き出

したい子どもの姿として【資料２】のように整理した。 

【資料１】アンケート調査の共起ネットワーク分析 
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非認知能力 引き出したい子どもの姿 

ねばり強さ ①考え続ける姿 

向上心 ②友達のどのような意見も、自分を成長させてくれると捉える姿 

共感性 ③友達の意見について、どのような気持ちや理由で考えたのかを想像する姿 

 

⑶  手だてについて 

手だてア：授業で①～③の姿をめざす価値や理想とする授業像の共有 

 年度始めに、大切にしたい価値観や理想とする授業像、授業を通して①

～③の姿をめざすことの価値を共有する。加えて、①～③にかかわる非認

知能力をキャラクター化し、子どもたちに提示することで、意識の持続化

を図る【資料３】。必要に応じて、学級内での約束事を子どもたちと一緒に

作り、立ち返ることができるよう掲示物にしておく。 

手だてイ：非認知能力にはたらきかける問い返し発問 

 ①～③の姿について、授業中に期待する子どもの姿としてさらに具体化し、それらの姿

を引き出すための「問い返し発問」をそれぞれ位置付けた。筆者が整理・体系化した「問

い返し発問」を、本研究では「非認知能力にはたらきかける問い返し発問」【資料４】とす

る。体系化した問い返し発問を用いて実践を行い、①～③の姿を引き出すことをめざす。 
はた ら き か ける  

非 認 知 能 力  
問 い 返 し 発 問  期 待 する 子 ど も の 姿  

ねば り 強 さ  

( 考 え続 ける 姿 )  

・ ○ ○ さ ん の 意 見 に 質 問 は あ り ま す か ？  
気 に な る こ と を 明 ら か に し た り 、 理 解 で き る ま で 考 え よ う
と し た り す る 姿 。  

・ ○ ○ さ ん の 意 見 （ 考 え 方 ） に 納 得 （ 賛 成 ） で す か ？  一 度 踏 み と ど ま り 、 友 達 と 自 分 の 意 見 を 比 較 し な が ら 考 え
よ う と す る 姿 。  

・ み ん な に は 伝 わ っ て い な い み た い で す よ ？  友 達 に 伝 わ る 表 現 に 修 正 し よ う と す る 姿 。  

・ ○ ○ さ ん が 言 っ て い る こ と は 〜 （ あ え て 誤 っ た 解 釈 ） で す ね ？  
教 師 の 誤 っ た 解 釈 を 鵜 吞 み に せ ず 、 自 分 で 考 え よ う と す る
姿 。  

・ ○ ○ さ ん の 考 え 方 は 、 い つ で も 使 え ま す か ？  
・ そ れ は 偶 然 （ た ま た ま ） で す ね ？  

一 般 化 で き る 考 え 方 な の か 、 特 殊 な 場 合 の み 成 立 す る 考 え
方 な の か 、 発 展 的 に 問 題 を 考 え よ う と す る 姿 。  

・ 他 に 気 に な る こ と は あ り ま せ ん か ？  自 ら 問 い を 見 つ け た り 問 題 を 発 展 さ せ た り す る 姿 。  

向 上 心  

( 友 達 の ど の よ う

な 意 見 も 、 自 分

を 成 長 さ せて く れ

る と 捉 える 姿 )  

・ ○ ○ さ ん の 考 え 方 の よ さ （ す ご い と こ ろ ） は 何 で し ょ う か ？  
数 学 的 な 見 方・考 え 方 や 着 想 に 注 目 し 、そ の よ さ に つ い て 捉
え 直 す 姿 。  

（ 誤 答 に 対 し て ）  
・ ○ ○ さ ん の 考 え 方 か ら 学 べ る こ と は あ り ま す か ？  

友 達 の 誤 答 を 通 し て 自 分 を 振 り 返 り 、 類 似 す る 問 題 を 解 く
際 の 注 意 点 を 見 出 そ う と す る 姿 。  

（ 誤 答 に 対 し て ）  
・ ○ ○ さ ん の 考 え 方 は ど の よ う な 問 題 だ っ た ら 使 え ま す か ？  
・ ○ ○ さ ん の 考 え 方 に 合 う 問 題 が 作 れ ま す か ？  

問 題 文 や 問 題 場 面 が 変 わ れ ば 、 誤 答 で あ っ て も 活 用 す る こ
と が で き る と 捉 え 直 す 姿 。  

（ 途 中 や 誤 答 に 対 し て ）  
・ ○ ○ さ ん の 考 え 方 を も と に 、 解 決 す る こ と が で き ま す か ？  

途 中 や 誤 答 を も と に 問 題 を 考 え 直 し 、 自 分 の 考 え を 深 め て
い こ う と す る 姿 。  

共 感 性  

( 友 達 の 意 見 に

つ い て 、 ど の よ う

な 気 持 ち や 理 由

で 考 え た の か を

想 像 する 姿 )  

・ ○ ○ さ ん が 〜 と 考 え た 気 持 ち が わ か り ま す か ？  
・ ○ ○ さ ん の 気 持 ち が わ か り ま す か ？  
・ ○ ○ さ ん は 、 ど う し て 〜 し よ う と 思 っ た の で し ょ う か ？  

背 景 に あ る 数 学 的 な 見 方・考 え 方 や 着 想 に 注 目 し た り 、考 え
の 根 拠 を 明 ら か に し た り す る 姿 。  

（ 式 や 図 の み を 取 り 上 げ て ）  
・ ○ ○ さ ん の 考 え 方 が 想 像 で き ま す か ？  

背 景 に あ る 数 学 的 な 見 方・考 え 方 や 着 想 を 想 像 し な が ら 、友
達 の 意 見 に つ い て 考 え る 姿 。  

（ 表 現 を 途 中 で 止 め て ）  
・ ○ ○ さ ん は 、 こ の あ と 何 を 話 す （ 何 を す る ） と 思 い ま す か ？  

友 達 の 表 現 の 続 き を 想 像 す る こ と で 、 友 達 の 思 考 過 程 を 考
え る 姿 。  

（ 困 っ て い る 子 が い た と き に ）  
・ ○ ○ さ ん は 、 何 に 困 っ て い る で し ょ う か ？  
・ こ の 問 題 に 困 っ て い る 子 が い る と し た ら 、 何 に 困 っ て い る で し ょ う か ？  

困 り 感 を 共 有 す る こ と で 、既 習 と 未 習 を 整 理 し た り 、考 え る
べ き こ と を 焦 点 化 し た り す る 姿 。  

・ ○ ○ さ ん の 言 っ て い る こ と が わ か り ま す か ？  
・ ○ ○ さ ん の 言 っ た こ と を も う 一 度 言 え る 子 は い ま す か ？  
・ ○ ○ さ ん は 〜 と 言 っ て い ま す が 、 ど う い う こ と で し ょ う か ？  

友 達 の 発 言 を 再 現 し た り 、 自 分 な り に 解 釈 し た り す る こ と
を 通 し て 、 考 え 方 を 理 解 す る 姿 。  

 

⑷  検証方法 

 堀野ら(1990)の研究で、「失敗に対する柔軟的態度」と「思考過程の重視」の２つの学習

観には、正の相関があることが報告されている。本研究では、堀野ら(1990)の「失敗に対

する柔軟的態度の尺度」、「思考過程の重視の尺度」を用いた尺度調査を行い、４月～７月

における子どもの学習観の変容を見取る。また、４月～７月の授業実践における授業記録、

ノート等への記述、行動観察から、①～③の姿が引き出されたかという視点で手だての有

効性を検証する。 

【資料２】非認知能力に着目した引き出したい子どもの姿 

【資料３】  

非認知能力キャラクター 

【資料４】非認知能力にはたらきかける問い返し発問 
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⑸  研究構想図 

 本研究の構想図を【資料５】のように示した。 

３ 研究の実際と考察 

 ⑴ 理想とする授業像を共有し、言語化する 

（手だてアの検証） 

 ４月当初、授業開きとして、授業で大切にした

い価値観や理想とする授業像、授業を通して①～

③の姿をめざすことの価値を共有する場を設け

た。導入で、【資料６】（「コミュニケーション能力

が高い」「意欲的である」「忍耐力がある」の部分

を空欄にしたもの）を提示すると、空欄部分に当

てはまる言葉を予想し、つぶやく子どもたちの姿

が見られた。空欄に当てはまる言葉を示し、「授業

で付けたい力は、ただ問題が解けるようにするた

めの力だけではないんだね。みんなの未来の幸せ

を考えたときには、こうした力も付けていきたい

よね」と投げかけると、子どもたちからは、「確か

に」と納得する反応が得られた。そこで、授業で

付けたい力として、「①ねばるん(ねばり強さ)」

「②のびるん(向上心)」「③わかるん(共感性)」の

３つを提示した【資料７上部】。さらに、授業で大

切にしたい価値観を共有し、学級における授業で

の約束事を話し合った。子どもたちで話し合い、

言語化した約束事を掲示物にまとめ、いつでも立

ち返ることができるようにした【資料７下部】。こ

の授業の終末に、子どもたちが書いた振り返りを

いくつか取り上げる。 

Ａ児の記述からは、授業で大切にしたい価値観

を共有できていることが窺える。Ｂ児・Ｃ児・Ｄ

児の記述からは、それぞれ①の姿、②の姿、③の

姿をめざすことへの意識の高まりが読み取れる。

さらに、Ｄ児の「５年○組だけの授業をつくりたい」から、学級の仲間と授業をつくって

いきたいという気持ちが高まっているといえる。以上のことから、手だてアは、価値観や

理想とする授業像を共有するという点で、有効であったといえる。 

【資料５】研究構想図 

【資料６】「企業が求める人材像」 

【資料７】授業における約束事 

Ａ 児 ： 私 は 特 に 、失敗は成功のもとという言葉を意識し た
い で す 。 み ん な で 決 め た 授 業 の 約 束 を 守 っ て 、 発 言
が し や す い 授 業 を つ く り た い で す 。  

Ｂ 児 ： み ん な で 決 め た 授 業 の 約 束 を 守 っ て 、 発 言 し た 子 が
「勇気を出して発言してよかった」「ぼく、私も発言

してみようかな」という気持ちになれるような授 業
を つ く り た い で す 。  

Ｃ 児 ： 私 は 、 ど ん な 意 見 で も「こういう考えもあったんだ

な」と思える力を 付 け た い で す 。 み ん な で 約 束 を 大
切 に し 、 明 る く や さ し い ク ラ ス に し た い で す 。  

Ｄ 児：私 は 、ど ん な 意 見 で も 受 け 止 め る こ と を 大 切 に し て 、
言っていることに共感できるように 意 識 し た い で
す 。５年○組だけの授業をつくりたいで す 。  
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⑵ 自分の疑問を周囲に投げかけたＥ児とそれを受け止める学級（手だてアの検証） 

 ５月に「体積」の単元で、

複合図形の体積の求め方

を考えた授業を取り上げ

る。複数の考え方による体

積の求め方を共有した後、

Ｅ児が不安そうな顔をし

ながら挙手をした。そのと

きの授業記録が【資料８】

である。Ｅ児は、算数科授

業に対して強い苦手意識

をもっており、昨年度まで

の様子を聞くと、友達の解

答を丸写しすることが多

かったそうだ。Ｅ児が「私

のやり方だと、答えが違っ

ちゃうんだけど…」と全体に投げかけたことに驚いた。これだけでは、なぜ算数科授業に

対して強い苦手意識をもつＥ児が、このような発言ができたのかはわからない。しかし、

「失敗は成功のもとなんだから」というＢ児の発言に対し、「そうだよね」と笑顔で答えた

Ｅ児の姿と合わせて考察すると、４月当初に授業における約束事を決め、学級全体で意識

してきたことが影響していると考えられる。手だてアが有効にはたらいていたといえる場

面であったと捉えた。 

 ⑶ 問い返し発問により①の姿が引き出されるＦ児（手だてイの検証） 

 ６月に「小数×小数」の単元で、1.8×0.3 の計算の仕方について話し合った授業を取り

上げる。Ｆ児が説明を試みた場面で、①の姿（ねばり強さ）にはたらきかける発問をした。

Ｆ児は、算数が得意で能力が非常に高いが、自分が問題を解ければそれでよいと考える傾

向がある。「整数にしたら計算できるから、1.8 も 0.3 も 10 倍して、18×3 にしたら 54 に

なりますよね。10 倍と 10 倍で 100 倍しているから、100

で割ったら答えが 0.54 って出せると思います」と話す

Ｆ児に対して、「なるほど。上手に説明してくれたけど、

みんなには伝わっていないみたいだね」と問い返し発問

をすると、「だから…」と言いながら黒板に考えを図解

して整理した。そのときの板書が【資料９】である。問

い返し発問によって、友達に伝わる表現に修正しようと

する姿が引き出された場面であった。 

⑷ 問い返し発問により②の姿が引き出される（手だてイの検証） 

 「小数×小数」の単元で、「１ｍで 80 円のリボンがあります。このリボン 2.3ｍの代金

は何円ですか」という問題を考えた５月末に

行った授業を取り上げる。「２ｍと 0.3ｍに分

けて計算する考え方」「23ｍ分を求めてから、

2.3ｍ分に戻す考え方」について共有した後、

「考え方はいくつかあるみたいだけど、それ

ぞ れ の 考 え 方 の よ い と こ ろ っ て 何 だ ろ う

ね？」と、②の姿（向上心）にはたらきかける

問い返し発問をした。そのときの授業記録が

Ｅ 児 ：私のやり方だと、答えが違っちゃうんだけど…。  
Ｔ  ： す ご い よ ね 。 み ん な の 考 え を 聞 い て 、 ど う し て 自 分 の や り 方 だ と 答

え が 違 う の か っ て 、 考 え 続 け て い た ん だ ね 。 式 を 聞 い て み よ う か 。  
   （ 式 を 板 書 す る ）  
Ｔ  ： Ｅ 児 さ ん の お 悩 み を 解 決 す る た め に 、 班 で Ｅ 児 さ ん の 式 の 中 に 、 お

か し な と こ ろ は な い か 探 し て み よ う 。 推 理 タ イ ム 、 ス タ ー ト 。  
（ 班 で Ｅ 児 の 考 え 方 に つ い て 話 し 合 う ）  

Ｃ  ：こ の 部 分 で 、高 さ を ４ cm に し て 計 算 し て い る け ど 、本 当 の 高 さ は ５
cm だ か ら 、 こ こ を 直 せ ば う ま く い く と 思 い ま す 。  

Ｔ  ： そ う な の ？ じ ゃ あ 、 Ｅ 児 さ ん 、 一 緒 に 確 認 し て み よ う か 。  
Ｅ 児：こ こ を ５ に す る と 、400 に な っ て 、400+400＝ 800 だ か ら 、あ っ 、本

当 だ 。  
Ｔ  ： よ か っ た 。 Ｅ 児 さ ん も 解 決 で き た み た い 。 ど う し て だ ろ う っ て 考 え

続 け て み ん な に 投 げ か け た Ｅ 児 さ ん も す ご い け ど 、 Ｅ 児 さ ん の 気 持
ち を 受 け 止 め て 、 わ か ろ う と し た み ん な も す ご い な ぁ 。  

Ｂ 児 ： 先 生 、 当 た り 前 だ よ 。 だ っ て 、失敗は成功のもとなんだから！  
Ｅ 児 ：そうだよね！（笑顔で）  

【資料８】授業記録①（複合図形の体積の求め方） 

【資料９】板書（1.8×0.3 の計算の仕方） 

Ｃ  ： ２ つ と も整数にしているところじ ゃ な い ？  
Ｔ  ： ん ？ ど う い う こ と ？  
Ｃ  ： だ か ら 、 小 数 の 計 算 だ と 嫌 だ け ど 、 10 倍 し

た り 10 で 割 っ た り し て 、整数の計算にして

るところがわかりやすいと こ ろ だ と 思 う 。  
Ｔ  ：な る ほ ど 。今 聞 い た こ と を お 隣 同 士 で 話 し て

確 認 し て み よ う か 。  

【資料 10】授業記録②（それぞれの考え方のよさ） 
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【資料 10】である。既習の整数の計算にするとよいという気づきが生まれていることがわ

かる。問い返し発問によって、数学的な見方・考え方や着想に注目し、そのよさについて

捉え直す姿が引き出された場面であった。 

⑸ 問い返し発問により③の姿が引き出される（手だてイの検証） 

 ５月に「体積」の単元で、複合図形の体積の求め方を考えた授業を再度取り上げる。Ｇ

児が「まずは埋めて、あとで引くというやり方を考えたんだけど…」と発言したところで

一度止め、「Ｇ児さんは、どんな図を考えていると思いますか？ノートにかいてみよう」と、

③の姿（共感性）にはたらきかける発問をした。その後、全体で【資料

11】の図を共有し、さらに「この図からＧ児さんはどんな式をつくった

と思いますか？」と問い返し発問を重ねた。この発問により、背景にあ

る数学的な見方・考え方や着想に注目し、Ｇ児の考え方について想像す

る姿が引き出された。これは、４年生の複合図形の面積の求め方とつな

げて考えることができた場面となった。 

４ 研究の成果と今後の展望 

 ⑴ 研究の成果 

 ○ ４月当初、授業で大切にしたい価値観や理想とする授業像、授業を通して①～③の

姿をめざすことの価値を共有する場を設けたことで、子どもたちに授業に対する意識

付けを図ることができた。また、みんなで決めた授業の約束事を掲示物にしたり、日々

の授業で意識の持続化を図ったりしたことで、授業で大切にしたい価値観や①～③の

姿をめざすことの価値がさらに強化された（手だてア）。 

 ○ 筆者が整理・体系化した「非認知能力にはたらきかける問い返し発問」を授業の中

で用いることで、①～③の姿を引き出すことができた（手だてイ）。 

⑵ 尺度調査の変容 

 ４月と７月に、堀野ら(1990)が作成した尺度を用いて「失敗に対する柔軟的態度」と「思

考過程の重視」の２つの学習観を調査した。その結果をまとめたものが【資料 12】である。 

 

 

 

 

 

 

ウィルコクソンの符号順位検定によると、どちらも１％水準で有意であった（Z=-3.02、

p<0.01;Z=-3.25、p<0.01）。「失敗に対する柔軟的態度」の学習観については、４月と比べ

て 0.31 点の上昇が見られた。これは、手だてアを講じたことで、授業で大切にしたい価値

観を４月当初に共有できたこと、掲示物や日々の授業で意識の持続化を図ったことが影響

していると推察される。【資料８】の「失敗は成功のもとなんだから」という子どもの発言

からも、手だてアを講じることによって、失敗や間違いに対する受け止め方が変容してき

たと考えられる。 

 「思考過程の重視」の学習観については、４月と比べて 0.46 点の上昇が見られた。この

結果だけでは、手だてア・イを講じたことによる影響なのかは判断できない。この結果と

合わせて、【資料 13・14】を参照したい。【資料 13】は、「５年生になって『一番頑張れた』

と思うこと」について、Ｅ児とＨ児が夏休み前に記述したものである。Ｅ児は前述したよ

うに、算数科授業に対して強い苦手意識をもっていたが、「みんなと学ぶのがすごく楽しく」

【 資 料 1 1】 Ｇ 児 の 考 え 方 を 表 す 図 

【失敗に対する柔軟的態度の尺度】 

４月 ７月 差 

3.2 点 3.51 点 +0.31 点 

※  ５ 件 法 で 調 査 。 堀 野 ら (1990)が 作 成 し た 尺
度 に 、「 算 数 の 授 業 で は 」と い う 文 脈 を 筆 者 が
加 え た 。計 ８ 項 目 、５ 点 満 点 で 平 均 点 を 算 出 。 

【思考過程の重視の尺度】 

４月 ７月 差 

3.36 点 3.82 点 +0.46 点 

※  ５ 件 法 で 調 査 。 堀 野 ら (1990)が 作 成 し た 尺
度 に 、「 算 数 の 授 業 で は 」と い う 文 脈 を 筆 者 が
加 え た 。計 ６ 項 目 、５ 点 満 点 で 平 均 点 を 算 出 。 

【資料 12】「失敗に対する柔軟的態度」と「思考過程の重視」の尺度における点数の変容 
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から、仲間と共に授業で学ぶことの価値を見出していることがわかる。さらに、「もっとも

っと疑問を解きたい」から、疑問や困りごとについてねばり強く考えていくことが成長に

つながると感じている様子が窺える。またＨ児は、計算することの煩わしさから算数科授

業に対して苦手意識をもっていたが、「去年よりも、もっとやりたい！と思えるように」か

ら、ねばり強く問題に取り組もうとする態度が養われてきていることがわかる。 

【資料 14】は、７月に出した日記の宿題で、「５年○組で成長できたこと」というテー

マについてのＦ児とＩ児の記述である。Ｆ児は４頁で述べたように、算数が得意で能力が

非常に高いが、自分が問題を解ければそれでよいと考える傾向がある。「算数の時間に一人

も見捨てないように、どうやったらわかってくれるかを考えて説明できるようになった」

から、４月当初に学級で決めた授業の約束事を意識し、友達にわかってもらえる説明をね

ばり強く考えることができるようになった手応えを感じていることがわかる。Ｉ児は、授

業内容は概ね理解できているが、授業中に自分から積極的に発言はしていない。授業内で

は見取ることができなかったが、「友達がどう考えたのか気持ちを考えたり」から、③の姿

（共感性）が引き出されていることが窺える。 

 【資料 13・14】については、どちらも算数科授業内で書いたものではないことに注目し

たい。「５年生になって『一番頑張れた』と思うこと」「５年○組で成長できたこと」とい

う内容に対して、算数科授業での頑張りや成長の手応えを実感し、自ら記述したというこ

とに価値があると考える。 

 これらの資料を踏まえると、手だてア・イを講じることによって、①～③として設定し

た非認知能力に着目した姿が引き出され、「失敗に対する柔軟的態度」と「思考過程の重視」

の尺度調査における点数が向上したと推察される。 

⑶ 今後の展望 

 本研究結果から、非認知能力に着目した教師支援を通して①～③として設定した姿を引

き出すことで、結果重視から思考過程重視へと子どもたちの学習観を転換できる可能性が

示された。しかし、以下２点において懸念点や課題が残る。 

①について、本研究は４月～７月の４ヶ月間によるものであったが、今後も研究を続け、

12 月や３月にも尺度調査を行い、継続的に学習観の変容を見取っていきたい。 

②についても、継続実践を行い、「非認知能力にはたらきかける問い返し発問」による子

どもの反応をさらに集め、効果の検証を行っていきたい。 

 以上を念頭に、算数科授業に対する学習観の転換をめざした研究を重ねていきたい。 

Ｅ 児 ： こ れ ま で は つ ま ん な い な ぁ と 思 っ て い た 算 数 が 、みんなと学ぶのがすごく楽しくて 、み ん な の 困 り ご と
を 解 決 し て い く と こ ろ は 、頭 を ひ ね っ て 考 え て い ま す 。こ れ か ら も 、もっともっと疑問を解きたいで す 。 

Ｈ 児 ： 算 数 で 、去年よりも、もっとやりたい！と思えるようにな り ま し た 。ス テ ッ プ ア ッ プ を し て 、 苦 手 な 問
題 に も 必 死 に 取 り 組 む こ と が で き る よ う に な り ま し た 。  

【資料 13】Ｅ児とＨ児の記述（「５年生になって『一番がんばれた』と思うこと」） 

Ｆ 児：算数の時間に一人も見捨てないように、どうやったらわかってくれるかを考えて説明できるようになっ

たこ と で す 。  

Ｉ 児 ： 私 は ５ 年 ○ 組 に な っ て か ら 、苦 手 だ っ た 算 数 が 楽 し く な り ま し た 。み ん な で 分 か ら な い 問 題 を 解 決 し た
り 、友達がどう考えたのか気持ちを考えたりし ま す 。そ の と き が 私 に と っ て 楽 し い 時 間 で す 。そ の お か
げ で 、 み ん な と の き ず な が 強 く な っ た と 思 い ま す 。  

【資料 14】Ｆ児とＩ児の記述（「５年○組で成長できたこと」の日記） 

① 学習観は短期間で変容するものではなく、今回の結果は一時的なものかもしれない。 

② 本実践では、筆者が整理・体系化した「非認知能力にはたらきかける問い返し発問」の

全てを用いて授業実践ができておらず、その効果の検証が不十分である。  



 別紙様式２                                     
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